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 本論文は以下の3つの点において大きな意義がある。 
まず今まで研究対象として認識されていなかった分野であるということ。日本において建築
界ではすでに 1920 年頃から民家が研究対象となり、以後集落など共に本格的に建築学の研究
対象になってきた。一方造園学では名勝庭園のようなアートとしての庭園や、景観は多方面か
ら研究対象となってきていて、特に景観は近年注目されていて、景観の保全に関わる研究が進
んでいる。しかし農家が日常的に使用するニワはほとんど研究対象となってこなかった。また、
本論文の前提として、デザインとはデザイナーなどのプロが作ったものだけでなく、それを使
用する生活者が作ったものも含めてデザインと呼んでいるが、今まで生活者がニワを作る行為
をデザインとして論じられることはなかった。この先行研究が皆無ともいえる分野にデザイン
という新しい切り口で踏み込んでいったことに大きな意義がある。 
次に誠実なフィールドワークに根ざした研究であるということ。本論文が対象とするニワに
は多様な例があり、そのすべてを網羅するのは容易ではないが、平均的なもの、あるいは特徴
的なものをピックアップし、時間をかけて調査を重ねている。草加の農家の研究では、緊急民
家調査の記録をたよりに、アンケートや聞き取り調査など、民俗学的な手法をとり、現地に通
い地に足が着いた研究となっている。またじゃんがら念仏踊りや伊勢大神楽では実際に巡り歩
く団体に同行し、その行為、人の動き、空間の利用法に関して詳細な記録をとっている。こう
した誠実で膨大なフィールドワークの積み重ねが論文のベースになっているところに価値が
ある。 
そして、失われていく文化への警鐘であるということ。本論文で扱っているようなニワは、
気がつかれないままに激減している。建築物のようにわかりやすい形態が見えていることは少
なく、また建築物の保存のように機能が変わっても形を残すということが難しく、今まさに消
えようとしているニワが多数存在する。近年、登録有形文化財制度による建築物の保存や、文
化的景観の制定による生業景観の保存などの動きが見られる。本論文で取り上げているニワは
そのどちらとも密接な関係があるが、農家などのニワとしてはまだ保存という動きには至って
はいない。保存できるものは保存しなくてはならないが、生活の変化と共に消えていくのはや
むを得ない場合も多い。これらは今記録に残さないと全く知られることなく消えてしまう可能
性がある。しかしこの研究で得られた成果は今後の新しい環境をデザイナーがデザインする際
に応用できることでもあり、豊かな環境を作るための力にもなる。そこに繋ぐためにも、今で
なくてはできない研究としての意義がある。 
 
本論文は、建築学、造園学、民俗学にわたり、横断的、学際的な研究とも言えるが、それぞ
れの領域から漏れていた分野とも言える。またニワ文化のデザイン論としてまとめただけでな
く、この先に広がる研究すべき世界の扉を開けたとも言える。今後の継続的な研究の展開にお
おいに期待できる内容になっている。環境デザインという言葉は歴史が浅く、それがどこまで
を示すか未だ確定されてはいないが、環境デザイン学が「人間が作り出した環境とそれを使う
人間の関係を学ぶ」とすれば本論文は極めて環境デザイン的な視点に立っていると言える。そ
の発想はニワだけでなく、民家、街並み、集落など環境すべてにあてはまる。環境や景観の保
存というと目に見える形態の保存だけに目が行きがちだが、それだけでなく、人との関わり方
の認識が重要である。しかし生活者が環境をデザインしているという意識はまだ少なく、その
研究は不足している。またデザイン行為の結果としてデザインされたものが存在するというだ
けではなく、空間を維持していく行為そのものをデザインと呼ぶという視点も重要である。こ
うした点からの研究が今後求められるということから、本論文は環境デザイン学にとって問題
提起をしているとも言える。また生活者のデザインという視点は他のデザイン分野でもこれか
ら大きく注目されるべきである。以上のような観点を総合し審査委員の総意として、本論文を
学位の授与に値するものと認める。 
（岸本 章） 
